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第１３章 Windows CE プロジェクト

ＳＨマイコンの製品発表が行われたのは９２年１１月であるが、９３年に入ると拡販活動も活気を帯び

てきて、次第にその名を世界に知られるようになってきた。そのような動きの中で、マイクロソフトのコン

シューマ向け新ＯＳ（後の Windows CE）をＳＨマイコンに搭載する共同開発が始まる。これは長年にわ

たるマイコン・アーキテクチャの独立戦争の総仕上げとも言うべきプロジェクトである。

それがどのような経緯でスタートしたかについては、当時ＨＭＳＩにつとめていたトニー・モロヤン氏が

蝉の輪会のホームページに寄稿した手記に詳しく記されている。トニーの手記をベースにして、私の記

憶も辿りながら当時の状況を以下に記す。

コンシューマ分野へ指向するビル・ゲイツ社長の意向を受けて、ハレル・コデシュ（Harrel Codesh）氏

を中心とするマイクロソフト（ＭＳ）の６人のメンバーが日本を訪問し、日立ともミーティングを持った。日

立サイドでは本社、コンピュータ部門、家電部門、半導体部門からの出席があったが全員日本人であ

り、例外は米国から参加したトニーのみであったとの事である。従って、自然の流れでＭＳ社のハレル

にとってはトニーが日立側の窓口のような形になった。

マイクロソフト側から、コンシューマ分野へ指向する同社の新しい方針が述べられ、日立ともぜひ協

力して行きたいとの提案がなされた。その呼びかけに対して、日立からのレスポンスが極めて遅かった

ため、ある日、ハレルからトニーに対して怒りの電話がかかってきた。『このような、のんびりした対応し

か出来ないのであれば、日立は共同開発のリストからはずしたい。本当でやる気があるのであれば、

来週の月曜日までにプロポーザルを出して欲しい』。

この電話を受けて、時間がないと判断したトニーはＨＭＳＩ（日立半導体の設計会社）の初鹿野社長と

相談の上で、非常手段をとることにした。通常の情報ルートを短絡して、事業部長の私に直接アピール

することにしたのだ。先方の指定期限に間に合わせるためには、現地のＨＭＳＩでプロポーザルをまと

めて提出するしかない。大幅な裁量権を与えて欲しいという内容である。

私はこのプロジェクトがＳＨマイコンのみならず、日立の半導体事業全体、さらには情報家電の分野

にとっても極めて大事であると認識して、トニーの申し出を大筋で認め、至急のアクションを取るように

伝えた。さらに、MS 社との共同開発については自分が最重要事項としてコミットし、十分にサポートす

るから、思い切って取り組んで欲しいと告げた。それを受けてトニーは週末の時間を全てプロポーザル

の作成に費やし、先方が要求した月曜日に間に合わせたのであった。

このようにしてともかくＭＳ社との共同開発のスタートラインにつくことになったのである。その後数回

の実務レベルの会合を経た後で、プロジェクトの正式なキックオフが行われたのは９４年２月２３日。シ

アトル近郊のレドモンドにあるＭＳ本社ビルで第１回の幹部会談が行われた。先方からは上級副社長
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のネイサン・ミヤボルト博士を筆頭にコンシューマ部門トップのクレイグ・マンディ氏などの幹部が出席し、

プロジェクト担当のハレルが全体を取り仕切った。日立側からは私のほかＨＭＳＩの初鹿野社長、トニ

ー・モロヤン、マイコン設計部の木原部長などだ。

新ＯＳが搭載される予定のマイコンはＳＨ－３であるが、この時点ではまだ影も形もなく、ペーパー・ス

ペックの段階であった。SH-1, SH-2の実績とSH-3のスペックを信じてのプロジェクトのスタートとなった

のである。

本プロジェクトのコードネームは Pulser（パルサー）であり、SH マイコンに搭載されるコンシューマ向け

OS は Pegasus（ペガサス）の名称であったが、これが後の Windows CE である。

この会議おいて先方から強く要求されたことは SH-3 マイコン（１００MIPS 版）とコンパイラの開発日程

の厳守であり、細かいマイルストーンごとにフォローが行われることになった。また、評価ボード、ICE

(In Circuit Emulator)、デバッギング・ツールなどについてもそれぞれの主要なマイルストーンが決めら

れた。

コンパイラの開発には高度のプロフェッショナルなスキルが必要であり、日立半導体グループだけで

は取り扱いかねる内容であった。外部リソースを活用することにして、紆余曲折はあったものの、最終

的には DEC でコンパイラ開発を担当していたビル・バクスタ（Baxter）氏がスピンアウトして設立したベ

ンチャーのビースクエア（bSquare）社に依頼することになったのである。

双方のプロジェクト・リーダーはＭＳ側がハレル、日立側は木原部長がつとめることとなり、ＨＭＳＩのト

ニーが専任で取り組んで全体のコーディネーションにあたった。また、マイコン・ソフト設計部の茶木英

明氏はソフト開発の専任として、頻繁に米国出張してＭＳ社，ＨＭＳＩと連携しながら開発を進めた。

この共同開発プロジェクトは９３年のプロポーザルの提案から９６年までの足掛け４年間にわたったが、

日立半導体グループにとっては最重点のプロジェクトとして位置づけ、主要なマイルストーンの会議に

は必ず私が出席して手抜かりのないように努めた。

キックオフ会議から９ヶ月が経過した同年１１月中旬、ＳＨ－３のファースト・カットが完成し、デバッグ

が始まった。ＭＳ社との約束納期を守るためには「一発完動」以外の選択肢はないのだ。奇跡的な幸

運に頼らなければならない。

そのような不安と期待で報告を待っていたところ、「おおむね当初のスペックどおりに動作している」と

いうではないか！ まさに奇跡的な「一発完動」であった。

これによってプロジェクトの前途が大きく開けたのである。年末に予定されていた評価ボードのＭＳ社

への提供が可能となり、双方のプロジェクト･メンバーにとっては大きなマイルストーンを越えることにな

ったのであった。
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このような進展を受けて第２回の幹部会議が行われたのが、９５年３月９日。先方ではこのプロジェク

トがミヤボルト氏率いるＲ＆ＤグループからＰＥＧ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ Ｇｒｏｕｐ）に移管され、製品

化へ一歩近づく形になった。上席副社長のブラド・シルババーグ氏を筆頭にハレルなど、キーメンバー

が東京に来訪しての会議であった。ＳＨ－３が単なるペーパー・スペックから実際の製品になった段階、

即ちバーチャルなものがリアルなものになった段階での会議であったため、先方としても日立の実力を

高く評価して、会議は大いに盛り上がった。

この席で、新ＯＳを使ったビジネスについても、すでにいくつかの話が進んでいるとの報告があり、カ

シオ、コンパック、ノキア、ＬＧ電子などの携帯情報端末が候補に挙がっていたのである。また、新 OS

がサポートするプロセッサとしてはＳＨの他、ＭＩＰＳとＸ８６の２系統が候補になっていることは以前から

知らされていた。この競争には絶対に勝たなければならないというのがわれわれの強い決意であっ

た。

先方が言うには、今のところＳＨが先行しているとのこと。MS 社の新 OS が最初に SH マイコンに搭載

される可能性が出てきたのである。日立のマイコン事業にとって画期的な事であり、まさに千載一隅の

チャンス到来だ！

PC については X86 のアーキテクチャがほぼ独占の形になっているが、来るべきノマディック時代にお

いては SH マイコンがメイン・エンジンの役割を最初に担う可能性がでてきたのである。

先方のプレゼンを受けて、私は本プロジェクトに対する固い決意を述べた。

『日立の半導体部門においてはマイコン事業が最重要部門であり、中でも独自アーキテクチャの SH

マイコンは最重点製品である。「ノマディック時代におけるメイン・エンジン」を目指して、プロモーション

を進めてきたが、MS 社の新 OS（Pegasus）が搭載されればまさに鬼に金棒だ。研究部門からの支援を

含めて、全力を挙げて取り組み決意であり、私自身もこのプロジェクトに深くコミットして遺漏のないよう

にする』。

同年８月、レドモンドのマイクロソフト本社に於ける第３回の幹部会議のために出張した。先方からは

ビル･ゲイツ氏に次ぐポストのポール・マリッツ副社長、シルババーグＳＶＰ、それにプロジェクト担当の

ハレル他、キーメンバーとのレビュー会議および懇親が目的である。当方からは私の他、ＨＭＳＩの初

鹿野社長とトニー、日本から設計部長の木原氏、ＭＧＯリーダーの川下智恵氏、ソフト担当の茶木英明

氏だ。丁度夏休みの期間でもあり、相互の懇親を深めることも今回の目的であったのだが、ちょっとし

たハプニングから始まった。

現地到着の午後、ＭＳ社の人たちと懇親のゴルフをする約束になっていたが、あいにくの小雨模様で

ある。しかし、日立の慣習では「小雨決行」が普通であり、特に夏の間は小雨で中止となることはまず

ない。ひとまず予定のゴルフ場、ベアクリーク（Bear Creek）まで出かけることにした。
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ところがＭＳ社のメンバーは誰も来ていない。携帯電話もまだ普及していなかった頃で、連絡の取りよ

うもなく、とりあえず日立のメンバーだけでスタートした。何ホール目まで進んだ時であったか、ようやく

先方のメンバーが３人やってきた。ＭＳ社の慣習では夏の間といえども、小雨決行ということはありえな

いとのことである。両社の「社内常識」の違いがもたらした行き違いであった。

そうは言いながら、彼らも日立流にならってゴルフに参加することになった。ところが、ホールが進む

ごとに雨は次第に強くなり、しかも寒さも厳しくなって、とても夏とは思えない天候に変わってきたのであ

る。後２ホールを残すところで、ついに断念、クラブハウスに戻って談笑したのであった。これで「小雨決

行」をしない理由が判明。やはり「郷に入れば郷に従え」だ。なお、このとき、ＭＳ社から同社のロゴ入り

のゴルフシャツのプレゼントをいただいた。

この時点ではプロジェクトの進行が比較的順調であったため、この日の夜の会食では大いに話が弾

んだ。特に現地産のおいしいワインがふんだんに振舞われ、場の雰囲気を和らげたのであった。図１と

図２は MS 幹部との会食時の写真であるが、プレゼントのゴルフシャツを着ての参加であった。また、卓

上のたくさんのワイングラスも当時の盛り上がった雰囲気を思い出させる。

図１ ＭＳ幹部との会食事の写真（１）

左からシルババーグ氏、牧本（ＭＳからのプレゼントのシャツを着用）、茶木氏、ハレル・コデシュ氏

図２ ＭＳ幹部との会食時の写真（２）

左から初鹿野氏、シルババーグ氏、トニー・モロヤン氏、牧本
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大いに盛り上がった懇親会の翌日がポール･マリッツ氏との第３回幹部会議であるが、その朝、出発

前にホテルのロビーで撮った写真が図３である。会議自体は当時の状況についての相互確認が主で

あり、特段記憶に残っていることはない。

図３ ＭＳでの打合せを前にした記念写真（９５年８月）

左から、茶木英明氏、川下智恵氏、牧本、初鹿野凱一氏、木原利昌氏

その翌年の９６年５月２２日、第４回幹部会議が東京で行われ、ＭＳ社幹部からプロジェクトの現状と

今後の進めかたについて報告があった。これに先立つ５月７日、８日に新ＯＳのキックオフが MS 社の

主催で行われたのだが、約１５０社のＩＳＶ（ソフト業者）が参加して、大変に盛大であったとの報告がな

された。

また、ＳＨ対ＭＩＰＳの競争ではＳＨ陣営が優勢の形であり、ポテンシャル・ユーザーとしてカシオ、ＬＧ、

ＨＰ、コンパックの名前が具体的にあげられた。また、X86 系のサポートは殆んど進行していない様子

なので、SH 対 MIPS の一騎打ちの形となったのだ。この一戦における勝利は目の前に近づいていたが、

最後まで手を抜くことはできない。

先方のスケジュールでは、新ＯＳの新聞発表は夏ごろに行い、１１月に米国で行われるコムデックス

展示会の翌日から、各社の携帯型コンシューマ機器（後にハンドヘルドＰＣと名づけられた）が一斉に

販売開始になる計画。値段は約５００＄の模様だ。いよいよカウントダウンが近づいてきていた。

ＭＳ社から新ＯＳの新聞発表が行われたのは９６年９月１６日（米国時間）、正式名称は「Windows

CE」と発表された。また、このＯＳを使った掌上パソコンはＨＰＣ（Ｈaｎｄｈｅｌｄ ＰＣ）と呼ばれることになっ

た。この発表に呼応する形で、日立では９月１７日（日本時間）に記者会見を開きＳＨマイコンについて

の戦略説明を行った。

翌日の新聞には「Windows が（インテル以外の）ＳＨマイコンに搭載されるのは画期的」、「新ＯＳとＳＨ

マイコンが携帯パソコンの起爆剤に」といった大見出しの記事が掲載され、ＳＨマイコンの名を大いに
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高めてくれたのである。これまで長い年月をかけて積み上げてきたマイコン陣営の努力が実を結ぶこと

となり、このプロジェクトに携わってきた全ての関係者にとって最大のねぎらいであった。

この発表に続いて１１月のコムデックスにおいては７社からＨＰＣの製品発表が行われた。ＳＨマイコ

ンを採用したのはＨＰ、コンパック、カシオ、日立、ＬＧ電子の５社。対するＭＩＰＳ採用はＮＥＣとフィリップ

スの２社。一騎打ちの勝負は５対２でＳＨの圧勝となったのである。

コムデックスにおける SH マイコンの圧勝はこれまでの長年にわたるアーキテクチャ独立戦争の勝利

を示すといってもいいだろう。ノマディック時代のメイン・エンジンの地位が確立されたのである。４年に

わたる長期のプロジェクトであったが、SH マイコンにとっては記念すべきマイルストーンとなったのであ

った。図４は SH-3 を使った HPC の標準的なシステム・プラットフォームを示す。

図４ HPC のシステム構成（９８年牧本講演資料より）

また、図５は HPC とノート PC との諸元を比較したものである。HPC は性能的にはノート PC の３分の

１であるが、コスト、サイズ、電池寿命の点を考慮すると、まさにノマディック時代の当時の主役というこ

とが出来る。このようなトレンドはその後、ネット PC,スマートフォン、タブレット端末などへと受け継がれ

ている。
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図５ ノート PC 対 HPC の諸元の比較（９８年牧本講演資料より）

コムデックスも終わった直後の１１月２４日、レドモンドにおいてＭＳ社幹部との第５回幹部会議が開

かれた。いわばプロジェクトの総括会議である。先方からはポール・マリッツ氏をヘッドにクレイグ・マン

デイ氏（コンシューマ部門のトップ）、ハレル・コデシュ氏（プロジェクト・リーダー）などが出席。当方から

は私の他に初鹿野、大西勛（家電部門のＨＰＣ担当），木原、トニー・モロヤン（ＨＭＳＩ）の各氏が出席し

た。

はじめにこのプロジェクトの推進役のハレルから総括的な報告がなされたのであるが、それは日立側

の協力に対する最大限の賛辞から始まった。当時のメモには次のように記されている。

“--- unbelievably cooperative and supportive, like hungry students, as a 70B$ company”

（・・・日立は信じられないほど協力的に支援してくれ、７兆円規模の会社にしては、あたかもハングリー

な学生のようであった）。

これは、このプロジェクトに携わった日立の全メンバーに対する最大の賛辞として、ありがたく受け止

めたのであった。

今後、このＯＳはＨＰＣ以外にも幅広い活用を考えているとのことであり、例えば、ゲーム分野、グラフ

ィックス応用、ホーム・マルチメディア、インタネットＴＶなど多くの民生機器を対象にするとのこと。この

ような分野に対して日立側（半導体と家電部門）との戦略的な協力関係を強めて行きたいとの意志表

示であった。

これに対し私からは、SH マイコンへの新ＯＳの搭載は日立の半導体史上、画期的なことであり、ＭＳ

社との共同でこれを無事完遂できたことは最大の喜びである。MS 社のご支援に深く感謝していると返

礼の言葉を述べた。そして、Windows CE の搭載によって、ＳＨマイコンはノマディック時代の最強のプロ
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セッサになりうる。この分野における世界のスタンダードへと向かう足がかりが出来たことになり、これ

まで以上に深い関係を築いていきたい旨の希望を伝えた。このような思いをプロジェクト･メンバーの全

員が共有していたのである。

このミーティングの最後に、ＭＳから思いもよらないプレゼントをいただいた。Windows CE を搭載した

ＨＰＣのモデルである。図６に示すように私の固有名詞入りとなっているが、これはいうまでもなく日立

のマイコン関係者の総力が実った結果としていただいたものである。また、図７はこのプレゼントをいた

だいた時の全員の記念写真である。

図６ マイクロソフトからいただいたプレゼント（Windows CE 搭載の HPC のモデル）

図７ MS 社幹部との最終会議のときの記念写真（９６年１１月）

前列左からハレル・コデシュ、トニー・モロヤン、クレイグ・マンディ、牧本、大西勛（家電）、木原の各氏

レドモンドにおける、上記の会議に続いて同年１２月１１日にはビル・ゲイツが日立本社を訪問した。

図８はそのときに同氏に送ったプレゼントである。当時の最先端であった２００mmΦのウエーハに電子
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ビームによって次のように記されている：

Welcome to Hitachi

Mr. Bill Gates

December 11, 1996

Windows CE ＆ SuperH RISC Engine

For better partnership between Microsoft & Hitachi

図８ 日立からマイクロソフトのビル・ゲイツ氏に贈った記念品

コムデックスにおいて、マイクロソフトの Windows CE を搭載した SH マイコンが他の MPU を圧倒した

ことによって、その知名度は世界的に高まった。ハンドヘルド・コンピュータのみならず、携帯電話、カー

ナビ、DVD やゲーム機などあらゆる分野へのデザイン・インが国内外で広がっていったのである。SH

マイコンの開発当初からの夢でもあった「ノマディック時代におけるメイン・エンジン」という位置づけが

確立され、大きく広がって行った。この時点で、日立半導体グループとマイクロソフトとは最も緊密な関

係で結ばれ、Win-Win の関係を築いたのであった。

さて、その後の Windows CE の推移について触れたい。図９は９８年時点における Windows CE の進

化の模様を示している。この図からもわかるように、年ごとにバージョンアップが重ねられて、HPC 以外

の広い分野をカバーするように広がって行った。中でも自動車への搭載は Windows Automotive として

大きな成功を収め、国内の５０％以上の電装品メーカーが「SH マイコンと Windows Automotive」を採

用しているとの事である（茶木氏よりの情報）。
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図９ Windows CE の進化（９８年牧本講演資料より）

Windows CE は Ver.5 までは最初の名前が使われていたが、Ver.6 以降は「Windows Embedded CE」

と呼び方が変わった。コンシューマ分野に限らず、組み込みソフトとして更に広い応用分野を指向した

ものである。また、２０１１年３月には「Windows Embedded Compact ７」という呼び名で再デビューする

事になった。

PC の時代が終り、スマートフォンやタブレット PC に代表されるポスト PC の時代が始まった。SH マイ

コンが目指したノマディック時代の到来だ。このような新しい時代に適応して、SH マイコンがますます発

展していくことを祈念している。

第１４章につづく

ここに掲載した一連の記事は２０１１年７月４日から同年１０月３０日にかけて、蝉の輪会のホームペ

ージに掲載された記事をベースとして加筆訂正したものである。文中敬称省略。

なお、蝉の輪会は日立半導体 OB をメンバーとする任意団体である。


